
109 

OR の躍進のために

…一会長就任挨拶一一ー

森口繁一*

これから 2 年掲の住期中，主題はなんといっても来年衰の合需器諜会議である.これを成功さ

せるためには，第 1 に設営，プログラム，案内状，等々の準織の仕事，第 2 に論文発表，現場討

論会，実関研究会，等々の内容充実のための諸活動，そして第 3~こ，これら全体を支える募金活動

が必要である.これらすべてにわたって会員諸君と共に大いにがんばっていきたし、ものである.

TIMS の大会テーマ誌， I持tま来たり j である.いよいよ OR の真{惑が関われる持が来たとい

うわけであろう.公害努・交通・流通・住宅・資源・エネルギー・教育など，現在の世の中の大き

い関舗のどの一つをとってみても，その問題の解決のためにオベレーシ n ンズ・ザサーチに期待

されるところは，きわめて大きいものがある.

自信のある OR -<ンにとっては，ほんとうにおもしろい，やりがいのある持が来たといえよ

う.それほど自信のない人にとってはあるいは「こわい時」が来たのかもしれない I上の人が

O設を認めてくれないから持もできなしリとか，下まわりの理解がないから荷をいってもむだだJ

とかL、った言い訳はもはや通用しなし、からである. ['"、まこそあなたのカを思う存分に発持して

見せてくれj といわれて事「実は何もできませんのでして……j とはいえた義理ではない.どうし

てもほんとうの問題そのものに立ち向かつて，その解決に進まねばならない. OR -<ンがきびし

くきたえられる，そしてその額{濯が正しく認識され評価される， OR の躍進の持が来たのである.

もちろん， OR 吋 γだけが問題の解決に当たるわけで、はない.いろいろな専門の人たちといっ

しょに事に当たらねばならない. r学擦的j な接近が必琵である.呉なる専門の人から成るチーム

のr:þで，本学会の会員である OR マ γには，問題全体の本質を見按くカにおいて，複雑な関連を

整獲して比較的扱いやすいモデルを構成するカにおいて，かつまた線形計画法や待ち行列怒論の

ような屯ろもろの標準的な手法の適用，ならびに斬新な新手法の開発のカにおいて， mR の専門

家j としての期待がかけられているはずであるーこのような期待にこたえて，仲間に信頼される

専門家らしい専門家として伸びてゆくためには，不断の修練が必要で、ある.そのような修練の場

として役立つことが学会の箆命である，

学会は，この使命合果たさねばならない.来年の合間国際会議な跳躍台として，現場と研究室

との連携，地方と中央の交流，他学会との交流などを含めて，さまざまな方面にわたって学会活動

を繰閉していきたいと思う.会員諸殺の積極的なご参加，ご活曜を心から期待する次第である.
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